

























ント公会議 （一五四五ー六三年） であった。第七総会 （一五四七年三月）は秘跡一般に関する教令を採択した
（１）
。ルターの『教会のバビロニア捕
囚』に対する批判を念頭におきつつ、教会が伝統的に認めてきた七つの秘跡をあらためて確認した（第一条） 。秘跡の事効的効果を認め（第八条） 、洗礼、堅信、叙階の三つの秘跡は霊印を刻むものであるから繰返し受取ることはできないと規定した （第九条） 。 秘跡 執行者は 「少なくとも教会が行うことを行うという意図」をもたなくてはならない（第十一条） 。第二十三総会（一五六三年七月）は、叙階の秘跡に関する改革教令を採択した
（２）
。 「言葉と外的なしるし」をもって行われる聖
なる叙階によって恩恵が与えられ（第三章） 秘跡 いて消されることも除去されることもない霊印が刻まれるがゆえに、いったん叙階された者は再び信徒に戻ることはできない（第四章および第四条） 。改革教令は、端的に言って、アウグスティヌスの神学理論の勝
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ク教会の確立者であるとするなら、中世ローマ教会の∧正統主義∨は、 まさに∧異端∨的秘跡論によって確立されたことになる」 （一一九頁）と論じている。さらにグレゴリウス七世の文書は「枢機卿フンベルトゥスの純ドナティスト的秘跡論を公式の立場から宣言したも としてさしつかえない」 （一三〇ー一頁）のであり、注目すべきは「歴史が示すのを常とするおどろくべき発展のダイナミスクであり、そのアイロニーである」 （一一九頁） 。そして氏は「グレゴリウス主義は、この徹底的に保守的な教会秩序の理念を実現するため、このうえなくラディカルな手段と 主観主義的秘跡論 用いた」 （一六二頁）と壮大な逆説を展開している。この後に書かれた諸論考においても堀米氏の基本的な立場や見解にはほとんど変化はみられない
（５）
。氏は一貫


























































もはや秘跡を有効に伝達することはできないと考えた。聖霊の働きを重視したキプリアヌスは「教会の外に聖霊なし」の命題を押しすすめて「聖霊なくして秘跡なし」と主張し、教皇ステファヌス一世の見解に代表されるローマの神学と対立したのである。キプリア にとって秘跡行為の合法性と有効性は切り離しえない一体的なものであった。離教者がカトリック教会に復帰する方法については、す にニカイア公会議（三二五年）にその規定がある。厳格主義者で あるが教義が正統と認められていたカタリ派（
=
ノヴァティアヌス派）の信徒


























































































































































































































































はヨハネス八世によってローマ教会会議で廃され が（八七六年四月） 、教皇マリヌス一世（八八二ー四年）は彼に赦免を与え ポルト司教に復職させた。彼はポルト司教の資格でステファヌス五世を教皇に聖別している（八八五年） 。八九一年九月にステファヌスが世を去ると、フォルモスス その後継者として教皇に選出された。彼は聖座の保護者としていったん スポレート公の息子ランベルト 期待をよせ、彼を皇帝 聖別したが、やがてスポレー 公の政治的圧力
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Super causa et negotio Form
osi papae ）と題する論文にお























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ここで提言し のは、被破門者や離教者によって叙階された を悔悛者として受入れる場合、いかなる理由があっても再叙階は避けるべだというものであった。一部の感情的な聖職者 牽制して、彼は次のように述べた。 「被破門者によって叙階された者を、彼らがたとい悔
四十七
山形大学紀要（社会科学）第四十巻第二号








は伝えられていないが、 十五ケ条の教令が残されており、 このうち我々の当面する課題に関係するのは六つの教令 （カノン第二、 三 四、 八、 九、十条）である。当会議はシモニスト叙階を離教者、異端者の叙階 ほぼ同等にあつかっている。金銭の贈与ない 約束と引換にな た叙階はイリトゥスであり、効能《
vires 》をもたない（第二条） 。つまり、
この叙階は有効ではあるが違法であり、実際の働きをもたないのである。シモニストのシモニアなしの叙階は、授階者 シモニストであることを受階者が知らなかった場合には、 会によって受入れられる （第三条） 。このケースで 叙階は有効かつ完全である。しかし授階者がシモニストであることを知りながら彼から叙階された場合には、当叙階はイリトゥス （第四条） 。グレゴリウス七世とローマ教会によって排斥されたのちに、異端 グイベルトゥス（クレメンス三世）が行った叙階はイリトゥス （第八条） 。名指し 破門された異






カリス二世に受継がれていった（一一〇六年十月のグア タッラ教会会議） 。それは秘跡そのものと秘跡の働き（効能）を区別したベルナルドゥスおよびリエージュのアルゲリクス 理論でもあり 両人はともにこれをアウグ ティヌスから学んだのである。アウグスティヌスの忠実な弟子であったアルゲリクスは『慈悲と正義の書』 （
Liber 
de m































































































まり塗油をともなう司祭以上の品級につ ては再叙階は不要であり、和解のための按手で十分なのであ 。では助祭以下の品級についてはどうであろうか。グラティアヌスはつづけて言う。 「だが教会 は秘跡の塗油をともなわずに、祭具や祭服の授与、司教の祝別のみによって与えられる他の品級がある。助祭とそれ以下の品級はそのようにして授けられる。教会に帰順した者は、異端者によって叙階されたとしても他の点で問題がなければ、教会によって同じ品級に叙階される。異端者によって何も授けられなかっ ことが明白であるから、彼らに叙階が繰返されたわけではない







































































































































































































たと言えようが、 「消しが 霊印」の 義が公会議 教令に最初に姿を現すのはフィレンツェ公会議の第八総会 おい であった。一四三九年十一月二十二日に公布されたアルメニア人合同の大勅書（ 《
Exultate D





























































































































































































































































































































































































































; デンツィンガ ・ーシェ ーンメッツァー編（ Ａ・ジンマ ーマ







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































o Libri   . 坂口昂吉・金子晴
勇訳『 アウグスティヌス著作集・第八巻ドナ スト駁論集』教文館、一九八四年。
cf. S
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hoc est, si contra fidem
 vel catholicam
 religionem
















































































uocirca necesse est ut concedas, sacerdotium








































s. (, The Letters and Poem



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































altet, op. cit. , (
（
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alicui personae ea intentione im




cleri et populi secundum































































































































































































sanctificationis, ex consensu sanctae E








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































e reordinatione vitanda et de salute parvulorum




baptizati sunt : M
G
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confitiunt, quia si preter form
am
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enta tria sunt, baptism
us, confirm









































































山形大学紀要（社会科学）第四十巻第二号La Controverse Sacramentaire au Moyen Age
Takehiko SEKIGUCHI
　A l' époque de la Réforme pontificale, il y a deux théologies contradictoires à la Curie romaine 
concernant la validité des ordinations simoniaques. La doctrine de la validité en est exposée par 
Pierre Damien, ermite de Fonte Avellana, dans son Liber gratissimus. Il a bien compris que le pouvoir 
d'ordre est un pouvoir ministériel. Dieu a fait les clercs non auctores baptismi, sed ministros. Le 
ministre du sacrement est un canal qui transmet la grâce. Les mauvais ministres ne sont donc pas un 
obstacle à cette transmission. Pierre Damien ne considérant pas les simoniaques comme hérétiques 
en sens vrai du mot, il devait naturellement conclure que leurs ordinations, quoique irrégulières, 
étaient valides. C'est en ce sens qu'il orienta sa décision lors de sa légation à Milan (1059).　Les 
idées de Pierre Damien sont appuyées par Anselme de Lucques (le futur Alexandre Ⅱ ) et Hildebrand 
(le futur Grégoire Ⅶ ) à la Curie.
　Humbert, cardinal de Silva Candida, représente la tendance opposée à Pierre Damien dans son 
traité Adversus simoniacos. Il fait sienne la doctrine de Cyprien, évêque et martyr de Carthage, 
et des canons des Apôtres (can. 46, 47, 68). D'après lui les simoniaques sont hérétiques. Les 
sacrements administrés par les hérétiques sont nuls. Il faut donc les réitérer. Quand un évêque 
catholique veut procéder moyennant finance à une ordination, son pouvoir d'ordre est immédiatement 
lié. Il n'est plus dés lors qu'une marionnette (statunculus), dont les actes sont sans valeur.
　Le concile romain en avril de 1061, présidé par Nicolas Ⅱ , tout en se montrant extrêmement
sévère à l'égard des clercs ordonnés simoniaquement (can. 1, 3), n'avait pas considéré leurs 
ordinations comme nulles: Quiconque avait  été ordonné gratuitement par un évêque simoniaque 
restrait dans l'ordre qu'il avait reçu　《in acceptis ordinibus manere permittimus》, si toutefois aucune 
autre accusation ne pesait sur lui (can. 2 ). Le concile romain constitua un triomphe pour les idées 
de Pierre Damien, cardinal d’ Ostia. On y déclara officiellement la validité des ordinations des clercs 
ordonnés gratis par des prélats connus comme simoniaques. C'est un moment décisif dans l'histoire 
de la théologie sacramentaire.
　Que veut dire le mot irritus appliqué à des ordinations données par des évêques consacrés hors de 
l'Église (extra Ecclesiam) ? On le rencontre dans les canons du concile du Latran (1078) et celui de 
Plaisance (1095). A première impression on serait tenté de le traduire par 《invalide》 , 《absolument 
nul》 . Mais irritus n'a pas ici ce sens. Comme il est dit dans le canon 2 du concile de Plaisance qui 




la simple forma sacramenti sans virtus (effectus) sacramenti, autrement dit le sacrement valide mais 
incomplet. Pour recouvrer la virtus, il faut revenir à l'unité catholique et faire appel à l'imposition 
des mains (impositio manus) pour réconciliation. Le mot irritus a donc le sens de 《réel ou valide, 
mais frappé d'opposition, c'est-à-dire pratiquement nul》 (L. Saltet), ou bien 《prohiber l'usage 
d'ordres reçus d'une personne indigne》 (G. B. Borino). Il a en somme le sens de 《valide, mais illégal》 
(J. Gilchrist).
